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259　　子宮体癌にお け る術後 MPA 併用 VCAP 療法 の 有効性 ， 予 後因子に つ い て の 検討
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【目 的】当科 に お け る 子宮体癌の 標準術 後療法と し て の MPA 併用 VCAP 療法 に 関 し て，当科症 例 を も と に そ の 有効性，予後

因子を retrospective に 検討 した．
【方法】当科で 1989年 1 月か ら2001年 10月まで に診断，治療を施行 し，予 後を確認 で き，イ ン フ ォ

ー
ム ド ・コ ン セ ン トの 得 ら

れ た 子宮体癌74例 を対象とした．症例は 平均57歳 ， 未妊婦10例 ， 糖尿病 や高血圧 等の合併は20例 ， 臨床進行期で は 1期48例 ，

II期 9 例，　 m 期 13例，　 IV 期 3 例 で ，病理組織学的 に類 内膜腺癌45例 ，腺棘細 胞 癌 19例，明細 胞腺癌 5 例，腺扁平上 皮癌 3 例

で あ っ た．MPA 療法 は400mg 〜600mg ／day を 1 年以上，　 VCAP 療法 は Ib期以 上の ハ イ リ ス ク 群 に VCRIsmg ／body，　CDDP
70mg ／m2 ，　epi −ADM50mg ／mt ，　CPM400mg ／m2 を3 コ

ー
ス 以 上 投与 し た．生 存率 の 算 出 は Kaplan−Meier法，有 意 差 検 定 は

Logrank検定を用 い ，
　 P 値 くO．05を有意 と した．また独立予後 因 子 の 多変 量 解析も同 時 に行 っ た．

／

（成績1全症例 の 5 年生存率は86．7％，うち治療群 （31例）842 ％，非治療群 （43例）87．2％ で 比 較的良好で あっ た，1，II期 で

は，治療群 ， 非治療群 で有意差なく，III，　IV 期で は，治療群の 5 年生 存率75．0％，非治療群の 5年生存率0％，　 P ＝001と統計

学的有意差 を認 め た．多変量解析 で は 本治療，年齢，臨床進行期で 有意 な傾 洶 を認 め
， 独 立 予 後 因子 の ロ∫能性 が 示 唆 され た．

また傍大 動脈リ ンパ 節郭清施行例 の 有意 な予 後改 善 は認 め なか っ た．
【結 論】子 宮体癌 にお け る術 後 MPA 併用 VCAP 療法 は，と くに IIL　IV 期 に お い て はそ の 有効性 を示唆す る 結果 とな っ た h

260　　 子宮体癌 に お ける 傍結合織浸潤 お よび骨盤
・
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【目的】子宮体癌 に 対 して 傍結含織 の 摘出，傍大動脈 リ ンパ 節郭清が 臨床的に必要 か どうか を明 らか に する こ と を 目的 とした．
【方法1広 汎子宮全摘術 お よび傍大 動脈 リ ン パ 節郭清を行っ た 症例に つ い て傍結合織浸潤 の 有無お よ び骨盤

・
傍大動脈 リン パ

節 転 移 の 有 無 と筋層浸 潤 の 程度 との 関連 性 に つ い て 検討 した．
【成績】傍結合織浸潤を認めた もの は 筋層浸潤 0 で 0％ （0／5），1／3以 下 で32％ （2／63）， 1／3〜2／3で 26．7％ （8／30）， 2／3を超 え

る症例で 273％   ／33）で あり，筋層浸潤1／3以下の 症例で は 高分化型腺癌 の 2症 例 が含 まれ る．また，骨盤 リ ンパ 節転移 を認

め た もの は ， 筋層浸潤 0 で0％0／20）， 1／3以 下で4．2％（5／118），lf3・− 2f3で 】7，。4％（8／46），2f3を超える症例で 32．7％ （16／49）
で あ っ た．さ らに，傍大 動脈 リ ンパ 節転移 を認 め た もの は，筋層浸潤 0 で 0％ （0／2），1／3以 下 で 0％ （0／14），1／3〜2、

／3で29．5
％ （5／17），2／3を超える 症例 で 31．3％ （5／16） で あ っ た．
【結論1以 上 の 検討か ら，子宮体癌 に対 して は 筋層浸潤 の ない 症例以 外 は骨盤 リ ンパ 飾郭清を含む広 汎 子宮全 摘 術 が 必 要で あ

り， 筋層浸 潤1／3を超 え る症 例 に は 傍大 動脈 リ ン パ 節郭清が 必 要で あ る．
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【目的】閉経前子宮体癌 で ホ ル モ ン 異常が リス ク 因子で ある 事，また高プ ロ ラ ク チ ン 血症 が抗精神病薬 の
．一
般 的 な副 作用 で あ

る 事が 知 られ て い る．そこ で 抗精神病薬被爆 と子宮体癌発生 の 問に 関連性 が ある か 否か を明 らか とす る．
【方法11989年か ら2000年に受診 した 閉経前女 性 に お い て ネ ス テ ッ ドケ

ー
ス コ ン トロ ー

ル研究を行 っ た．ケ
ー

ス 群 は病理 学的

に再確認 し た子宮体癌41症例 で，コ ン トロ ール 群は 各ケ
ー

ス に子宮体癌を有 しない 3例を年令 ， 外来初診 日をマ ッ チ ン グ させ

た計123例 と した．肥 満，分娩，高血 圧罹患，糖尿病罹患，エ ス トロ ゲ ン製剤使 用，抗精神病薬使用 の 有無 を各々 2区分 変数 と

して 解析 した．オ ッ ズ比 （OR ），両側検定 P 値 ， 95％ 信頼区聞 を条件付 き ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回帰 に て解析 した．ま た，子宮体癌
41例の 紐織型など病理所見 につ い て 再検討 した．抗精神病薬被爆の あ る子 宮体癌 5 例 IP4 例 に お い て 血 清黄体化 ホ ル モ ン ，卵
胞刺激ホ ル モ ン

， プ ロ ラ クチ ン
，

エ ス トラ デ ィ オール
， プ ロ ゲ ス テ ロ ン の 測定を行っ た．

【成績1抗精神病薬被爆 （OR　5．4．PO．036），糖尿病罹患 （oR　9．3，　P　o．oo4），肥満 （oR 　4．9，　P　o．oo4）が 多変量解析 に て 有為 な独

立 因 子 で あ っ た．抗 精 神病 薬 被 爆 の 有 無 に よ り予宮 体癌 の 病理 学的所見 の 有為 な違 い は 認 め ら れ な か っ た．抗 精神病 薬被爆 の

あ る子宮体癌 4 例 に お け る プ ロ ラ ク チ ン，エ ス トラ デ ィ オー
ル，プ ロ ゲ ス テ ロ ン 値 は 各 々 34　一　258　ng ／rll，　32　rr　110　pg ／m1 ，　O．4

− O．7ng ／ml で あ っ た．
【結論】抗精神病薬被爆 は ， 閉経前女性 に お い て子宮体癌 の 有 為な リス ク因子 で あ り，抗精神病薬被爆 に よる 高プ ロ ラ ク チ ン

thtfiが 閲 与 して い る可 能 性 が あ る．
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